
 
 

国連(UN)、世界保健機関(WHO)、欧州連合(EU)、欧州評議会、そして全政府関係

者の皆さまへ 

 

我々204 ヶ国のすでに署名を行った科学者、医師、環境保護団体や広く国民などは、宇宙衛星からの

通信を含むワイヤレスネットワーク型 5G（第 5 世代移動通信システム）の展開をやめるよう、直ちに要

請をいたします。既に配備された 2G、3G、4G 移動通信システムに加え、5G により無線周波数(RF)電

磁波の照射が著しく増大することになります。この無線電磁波は、人体や環境に有害であることが証明

されています。5G の展開は、国際法違反と定義されるような、人体や環境を実験台とする要素を持っ

ています。 

 

概要 
 

世界中の通信会社は、政府の支援を得て、今後２年間以内に、第五世代移動通信システム（5G）

を普及する体制を整えています。これによって、世界規模で前例のない社会的変化が引き起こされるだ

ろうと認識されています。我々は、「スマート」な住宅、「スマート」なビジネス、「スマート」な高速道路、「ス

マート」な都市、そして自動運転車を持つようになるでしょう。事実として、冷蔵庫や洗濯機から牛乳パッ

ク、ヘアブラシ、乳幼児のおむつまで、私たちが所有し、購入する殆どのものがアンテナとマイクロチップを

含み、無線でインターネットへ接続されることになります。熱帯雨林や大海原、南極など、地球上どこか

らでも、超高速で待ち時間のない無線通信に地球上の誰もが簡単にアクセスできるようになるでしょう。 

 

一方で、まだ広く認識されていないのは、この導入が、前例のないレベルで世界的規模の環境変化を引

き起こすかもしれないということです。予定されている無線周波数送信機の密度は、想像を絶します。推

定では、地球上に新たに設置される数百万の 5G 基地局と２万もの新たな宇宙の人工衛星に加えて、

2000 億の送信物体が 2020 年までにモノのインターネットの一部になり、さらに、数年後にはその数は１

兆ほどになると言われています。2018 年半ばには、カタール、フィンランド、エストニアで低周波でより遅い

速度の商用の 5G が配備されました。2018 年末には超高周波（ミリ波）5G が配備される計画になっ

ています。 

  

https://www.5gspaceappeal.org
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広く否定されてきたにもかかわらず、高周波の放射線が生命に害をきたすことには圧倒的な数の証拠が

あります。これまで蓄積されてきた、病気にかかった又は負傷した人たちの臨床的証拠、様々な種類の

動植物の DNA・細胞・臓器システムの損傷に関する実験的証拠、そして現代文明の主な病気―がん、

心臓病、糖尿病―の多くが過剰な電磁気によって引き起こされるという疫学の証拠などを集めると、

10,000 を超える査読付研究論文からなる文献データベースになります。 

 

もし通信業界の５G 計画が完全実施されたら、地球上の人間、動物、鳥、植物のすべてが、現在の数

十倍から数百倍の強さの無線電磁波から逃げる術を全く見出せないまま、24 時間 365 日の間、その

照射を受け続けることになります。これらの 5G 計画は、人体に深刻で不可逆的な影響をもたらすだけで

なく、地球上の生態系にも恒久的なダメージを与える恐れがあります。 

 

倫理的な決断と国際的な合意に基づいて、人類と環境を守るために早急な措置をとる必要があるので

す。 

 

（注：参考文献は、ハイパーリンクや末尾を参照） 

 

5G は無線電磁波への不本意で避けられない被曝を著しく増やす 
 

地上配備の 5G 

 

IoT（Internet of Things, モノのインターネット）展開に必要な多量のデータ通信を実現させるために、5G

技術が完全に設置される頃には、固体を通りにくいミリ波を利用することになります。これは、世界中の

すべての市街地域で全通信事業者が 100 メートルごとに1 携帯電話基地局（鉄塔など）を設置しな

ければならないということを意味します。単一アンテナが広域へ電波を放つこれまでの無線技術の世代と

は異なり、5G の基地局と 5G の装置（携帯電話など）は、互いに追跡しあい、焦点を絞って操縦可

能なレーザーのようなビームを放出する「フェーズドアレイ」（phased array)に配備する複数のアンテナ2,3を

持ちます。 

 

1 台 1 台の 5G 型携帯電話（スマートフォンなど）は、最寄の基地局へ限定的に焦点を絞ったビームを

放ち、追跡しあうよう働きあうため、数十本の小さなアンテナを内蔵しています。米国の連邦通信委員会

（FCC）は、そのビームの実行出力が 20 ワットまで（現在の携帯電話の出力レベルの 10 倍）を許可

する規則を採択しました4。 

 

各 5G 型基地局には、そのサービスエリアの携帯電話やユーザー装置へ同時に複数のレーザー・ビームのよ

うな光線を放つ何百、何千のアンテナを備えることになり、この技術は MIMO（多入力多出力）と呼ば

https://www.rcrwireless.com/20161020/network-infrastructure/att-outlines-5g-network-architecture-tag4
https://ieeexplore.ieee.org/document/7942144/?reload=true
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/47/30.202
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れています。米国 FCC の定める規則では、5G の基地局のビームが、無線電磁波スペクトル 100MHz ご

とに 3 万ワットのビーム 2、又は現在の基地局で許可されているレベルの数十倍ないし数百倍の出力で

ある、無線電磁波スペクトル１GHｚあたり 30 万ワットの実効放射電力を許可しています。 

 

宇宙ベースの 5G 

 

少なくとも 5 つの企業5が、地球全体を強力で焦点を絞った可動ビームで覆うことができる低・中（地球）

軌道の、計 2 万個の人工衛星から 5G サービスを提供することを提案しています。各人工衛星から、フェ

ーズドアレイに配備された何千本のアンテナから実効放射電力 500 万ワットまでのミリ波を放ちます6。人

工衛星から地上に届くエネルギーは、地上に設置される基地局ほど強くはありませんが、他の基地局か

らの電波が届かない地域を放射し、地上にある何十億もの IoT 装置からの 5G 電波に追加されます。よ

り重要なことは、人工衛星が、大気圏の電気的特性に多大な影響を及ぼす地球磁気圏の中に位置

していることです。地球上の電磁環境に変化を与えることは、地上に配備されるアンテナから放たれる電

磁波よりも、さらに生命にとっての脅威になりかねないのです（以下参照）。 

 

無線電磁波による健康被害はすでに証明されている 
 

5G が提案される前から、3000 人以上の医師らが署名した Freiburger Appeal を含む、国際的に活躍

している科学者による何十の請願・訴訟運動7により、通信（無線）技術の拡大を阻止すること、また

新たな基地局の建設を一時停止すること（モラトリアム）が呼びかけられてきました8。 

 

2015 年には、41 ヶ国の 215 名の科学者が国連（UN）と世界保健機関（WHO）に対して警鐘を

鳴らしました9。科学者たちは、「近年の科学刊行物の多くは、ほとんどの国際基準や国内基準をかなり

下回るレベルで、生物が電磁場（EMF）の影響を受けることを示している」と主張しています。10,000

以上の査読付科学論文は、無線電磁波が人間の健康に有害な影響を及ぼすことを実証しています

10,11。その影響には次のようなものがあります： 

心調律の変化12   一般的な健康への影響13 

遺伝子表現の変化14   フリーラジカル（遊離基）増加15 

新陳代謝の変化16   学習・記憶障害17 

幹細胞発達の変化18   精子機能・品質減少19 

がん20     流産21 

循環器疾患22    神経損傷23 

認識機能障害24   肥満・糖尿病25 

DNA 損傷26    酸化ストレス27 

 

子供への健康影響には、自閉症28、注意欠陥過活動性[多動性]障害 (ADHD)29,30 や喘息31なども

含まれます。 

https://www.law.cornell.edu/cfr/text/47/30.202
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/47/30.202
http://licensing.fcc.gov/myibfs/download.do?attachment_key=1200245
http://freiburger-appell-2012.info/en/home.php?lang=EN
http://www.cellphonetaskforce.org/governments-and-organizations-that-ban-or-warn-against-wireless-technology/
https://emfscientist.org/index.php/emf-scientist-appeal
http://www.bemri.org/publication/78-grigoriev-bioeffects07/file.html
http://milieugezondheid.be/dossiers/gsm/TNO_rapport_Nederland_sept_2003.pdf
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S221475001730063X
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0269749116309526?via%3Dihub
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3184892/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2666459/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC5509895/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/27601711
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/19513546
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/20568468
http://journals.sagepub.com/doi/10.1177/2047487317734898
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC1241519/pdf/ehp0111-000881.pdf
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/25749756
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23781992
https://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/15368378.2017.1350584
https://www.tandfonline.com/doi/abs/10.3109/15368378.2015.1043557
http://www.bioinitiative.org/report/wp-content/uploads/pdfs/sec20_2012_Findings_in_Autism.pdf
http://www.wifiinschools.com/uploads/3/0/4/2/3042232/divan_08_prenatal_postnatal_cell_phone_use.pdf
https://jamanetwork.com/journals/jamapediatrics/fullarticle/1107612


国際アピール：地上と宇宙での 5G 廃止に向けて 

 

 4 

  

そうしたダメージは人間だけでなく、以下のような様々な植物、又、野生生物32,33, や実験動物に及ぶこ

とについても、十分な証拠があります： 

 

アリ34   カエル35   昆虫36   植物37  

鳥38,39   ショウジョウバエ40  哺乳類41  ラット42 

森林43   ミツバチ44   ネズミ45,46    木47 

 

微生物への悪影響48も観察されています。 
 

2011 年に WHO の国際がん研究機関（IARC）は、30 kHz～300GHz の無線電磁波は人体に対し

て（グループ 2B の）発ガン性49 があると結論付けました。携帯電話使用と脳腫瘍のリスクに関する最

近の研究では、無線電磁波には人体に対して発がん性があり、煙草の煙やアスベストと同様に、「グルー

プ１発がん性物質」に分類すべきだとしています50。 

現在のほとんどの通信（無線）信号は、パルス変調によるものです。高周波搬送波と低周波脈動（

pulsations）のどちらも被害をもたらします51。 

 

5G 人工衛星の配備を禁ずべき 
 

地球、電離層と下層大気が、私たちが暮らす環境のグローバルな電子回路52を形成しています。人間

53,54、鳥55、ハムスター56やクモ57,58などの生体リズムは地球の自然の電磁環境によって制御され、すべて

の生物の健康が、大気圏の電気的性質59,60,61,62を含む環境の安定に影響を受けつつうまく成り立って

います。画期的な論文「チェリー（Cherry）」63はシューマン共振64「 の重要性と、なぜ電離層障害が血

圧とメラトニンの変化を起こし「がん、生殖障害、心臓病、神経疾患、そして死」をひき起こすのかを説明

しています。 

 

私たちの電磁環境のこういった要素は、すでに送電線が放つ電磁波によって変えられています。送電線

の高周波放射65は、地球の電離層と電界層まで届き、そこで波動・粒子相互作用66,67によって増幅さ

れます。1985 年、ロバート O. ベッカー博士は、送電線の高調派放射がすでに磁気圏の構成に変化をも

たらしており、この影響が続けて拡大すれば「地球上のすべての生命の生存能力を脅かす」68 と警告しま

した。何百万ワットの何百万周波数の変調信号を放つ何万個の人工衛星を磁気圏と電界層の両方

へ直接設置することは、私たちが順応しきれないほどの規模で地球の電磁環境を変化させることになり

かねません69。 

 

1998 年以来、低軌道から 2G と 3G の携帯電話サービスを提供している約 100 個の人工衛星が、人

間や動物に重大な影響を及ぼしているであろうことは、非公式なモニタリングによってすでに証拠が提出

されています。これらの影響は、地上での低いレベルの放射線を考えるだけでは理解できないものです。

大気物理学や針治療を含む、その他の関連した科学分野での知識も考慮しなければならないでしょう

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/19264463
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23977878
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/20560769
https://www.revisitaecositemas.net/index.php/ecosistemas/article/download/520/495
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/0048969795049223
https://ehtrust.org/wp-content/uploads/Mt-Nardi-Wildlife-Report-to-UNESCO-FINAL.pdf
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23915130
https://link.springer.com/article/10.1007/s10669-009-9248-y
https://link.springer.com/article/10.1007/s10669-011-9307-z
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/27552133
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3052591/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/9261543
http://downloads.hindawi.com/journals/ijfr/2010/836278.pdf
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28203122
http://www.iarc.fr/en/media-centre/pr/2011/pdfs/pr208_E.pdf
http://www.iarc.fr/en/media-centre/pr/2011/pdfs/pr208_E.pdf
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC5376454/
https://www.vitatec.com/docs/referenz-umgebungsstrahlung/wever-1973.pdf
https://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/09291017109359276
https://www.salzburg.gv.at/gesundheit_/Documents/cherry_schumann_resonances.pdf
https://www.salzburg.gv.at/gesundheit_/Documents/cherry_schumann_resonances.pdf
https://www.jstor.org/stable/1746610?seq=1#page_scan_tab_contents
https://www.jstor.org/stable/1746610?seq=1#page_scan_tab_contents
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/0021916985900893
http://www.cellphonetaskforce.org/planetary-emergency/
http://www.cellphonetaskforce.org/planetary-emergency/
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70,71,72,73。さらに 2 万個の 5G 人工衛星を増加させることで、グローバルな電子回路による影響を受ける

74,75、地球上の生命すべてが進化してきたシューマン共鳴さえも変えてしまう恐れがあります76 。その影響

は普遍的で、我々に深刻なダメージを与える可能性があります。 

  

5G は、4G とは量・質的に異なる 
 

私たちが現在より 10 倍ないし 100 倍のミリ波の放射線に耐えられるという考え方は、人間の体を同種

の液体に満たされた貝殻にみたてたような77,78、間違ったモデルに基づいています。ミリ波が皮膚を通さな

いという推定 79,80,81は、放射線に導かれて電流を身体の奥まで流すような神経82、血管83,84 、その他の

導電性のある構造を全く無視しています。もうひとつ、潜在的により深刻な間違いは、フェーズドアレイが

通常のアンテナとは違うということです。通常の電磁波が身体に入るとき、電荷は動かされ、電流が流れ

ます。しかし、極めて短い電磁パルスが身体に入るとき、違う現象が起きます。それは、動いている電荷そ

のものが電磁波を再放射する小さなアンテナとなり、電磁波を身体の奥深くまで送り込むのです。これら

の再放射される電磁波は「ブリルアン前躯体」（Brillouin precursors）85と呼ばれます。電磁波（が

保有するエネルギーとして）の力または周波のフェーズが急速に変化するとき86、それは重要な影響を及

ぼします。この両方の条件を 5G は満たすでしょう。 

 

さらに、電磁波が体表面に浸透することは、目や最大の身体組織である皮膚、又、非常に小さな生物

に対しても、独特の脅威となります。最近出版された査読付研究論文では、5G の放射線による人間へ

の皮膚熱損傷87や、現在使われている周波数の 100 倍のミリ波の放射線量まで吸収する昆虫におけ

る共鳴吸収88を予測しています。自然保護区内でさえ 1989 年から飛来する昆虫数が 75%から 80%

減少したこと89を考慮すると、5G の放射線は世界中の昆虫に対して壊滅的な影響を及ぼしかねません

。オム・ガンジ(Om Ghandi)が発表した 1986 年の研究では、ミリ波が目の角膜に強く吸収され、数ミリ

程度の厚さがある通常の衣服であっても、共鳴的効果90によって皮膚がエネルギー吸収量を増加させる

と警告しています。ラッセル（Russell, 2018）は、ミリ波が皮膚、目（白内障を含む）、心拍、免疫

系と DNA に与える影響についてまとめています91。 

 

規制当局は危険に伴う科学的証拠を故意に排除した 
 

今まで 5G 開発に出資してきたのは、産業界と各国の政府であるため、人間や動物、植物に対する生

物学的な影響を立証し国際的に知られた電磁学分野の科学者や、健康や環境への警戒効果を実証

した数千もの査読付研究論文は無視されてきました。現在の不十分な安全基準の原因は、規制する

立場の人たちが、通信会社や電力会社との関係により、非電離放射線の公的曝露基準の規制を束

ねる公平性を覆すという利益相反にあります92。マーティン L.ポール (Martin L. Pall) 名誉教授は文献レビ

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0169809508001804
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/0021916982901246
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/47/30.202
http://www.qtc.jp/3GPP/Specs/25914-b20.pdf
http://www.qtc.jp/3GPP/Specs/25914-b20.pdf
http://www.dtic.mil/dtic/tr/fulltext/u2/a282990.pdf
https://ieeexplore.ieee.org/document/7481123/
https://arxiv.org/pdf/1711.03683.pdf
https://www.nature.com/articles/s41598-018-22271-3.pdf
https://www.nature.com/articles/s41598-018-22271-3.pdf
http://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0185809
http://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0185809
https://www.radiationresearch.org/wp-content/uploads/2018/05/GandhiRiazi_-MM-Waves_MTT-341986.pdf
https://zero5g.com/wp-content/uploads/2018/07/5-G-wireless-telecommunications-expansion-Public-health-and-environmental-implications-Cindy-L.-russell.pdf
https://www.spandidos-publications.com/ijo/51/2/405
https://europaem.eu/attachments/article/130/2018-04_EU-EMF2018-5US.pdf
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ューの中で、こういった利益相反を詳細に解説し、これまで排除されてきた重要な研究の一覧をまとめま

した93。 

 

熱仮説は時代遅れ、新しい安全基準が必要 
 

現在の安全ガイドラインは、電磁場の唯一の有害な影響が熱上昇であるという、時代遅れの仮説に基

づいています。マルコフ (Markov) とグリゴリエフ（Grigoriev) は、「現在の基準は、実際に起こっている、

非電離放射線による環境汚染を考慮していません」94と述べました。このアピールへ署名した者を含む数

百人の科学者たちは、多くの異なる種類の急性・慢性疾患と損傷は、国際基準をはるかに下回る熱

上昇のない状態でも起きる（非熱効果）ことを証明してきました 9。生物学的影響は、出力レベルがほ

とんどゼロであっても観られます。0.02 ピコワット（1 兆分の 1 ワット）/平方センチメートル以下で確認さ

れた影響は、大腸菌（E. coli）95とラット96における遺伝子構造の変化や、人間の脳波図97、マメ科植

物の成長促進98、鶏の排卵促進99などの変化を含みます。 

 

非熱効果を防ぐには、被曝する期間を考慮しなければなりません。5G によって、人類は皆、昼も夜も絶

え間なく、より多くの同時にそして継続的に起こる送信電波にさらされるでしょう。新しい安全基準は、出

力レベルだけではなく、生物学的に重要である周波数や、帯域幅、変調、波形、パルス幅等の特性な

ど、累積された被曝暦に基づいて構築されることが必要です。アンテナは、人々が確認できる特定の場

所に限定されるべきです。人間を守るために、アンテナは人々が住んだり働いたりする場所から遠く離れ

た位置に設置して、歩行者が行く公道からは除かなければなりません。野生生物を守るために、地球上

の遠隔地に設置する数を最小限に抑え、自然保護地域からは除かなければなりません。全ての生命を

守るために、商業用通信衛星の数を制限し、低・中地球軌道では禁止しなければなりません。フェーズド

アレイは地上でも宇宙でも禁止しなければなりません。 

  

https://europaem.eu/attachments/article/130/2018-04_EU-EMF2018-5US.pdf
http://www.avaate.org/IMG/pdf/Wi-fi_Technology_-_An_Uncontrolled_Global_Experiment_on_the_Health_of_Mankind_-_Marko_Markov_Yuri_G._Grigoriev.pdf
http://www.avaate.org/IMG/pdf/Wi-fi_Technology_-_An_Uncontrolled_Global_Experiment_on_the_Health_of_Mankind_-_Marko_Markov_Yuri_G._Grigoriev.pdf
http://www.avaate.org/IMG/pdf/Wi-fi_Technology_-_An_Uncontrolled_Global_Experiment_on_the_Health_of_Mankind_-_Marko_Markov_Yuri_G._Grigoriev.pdf
http://www.bioinitiative.org/rf-color-charts/
http://www.bioinitiative.org/rf-color-charts/
https://www.tandfonline.com/doi/abs/10.3109/15368379409030698
https://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/15368370500381844
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/751078
https://link.springer.com/article/10.1007/BF00319492
http://www.nrcresearchpress.com/doi/pdf/10.4141/cjas70-087
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無線電磁波には急性的・慢性的な影響がある 
 

無線電磁波の影響には急性影響と慢性影響の両方があります。がんと心臓病は、慢性影響の例です。

心臓リズムの変化 100と脳機能 (EEG)の変化 101は急性影響の例です。旧ソ連で「 radiowave 

sickness 102 （電波病） 」 と呼 ばれ る こ の症候群は 、現在世界 では 「 electromagnetic 

hypersensitivity103 (EHS、電磁過敏症)と呼ばれており、急性と慢性の症状があります。ドイツの医師の

カール・ヘクト（Karl Hecht）教授は、ドイツでの彼の患者 1,000 人以上の病歴と、1,500 件以上のロ

シアの科学論文のレビューをまとめ、これらの症候群の詳細な病歴を発表しました。客観的所見としては、

睡眠障害、異常な血圧や心拍率、消化器系の障害、抜け毛、耳鳴り、発疹等が報告されています。

主観的な症状には、めまい、吐き気、頭痛、記憶障害、集中困難、疲労、インフルエンザのような症状、

心臓の痛み等があります104。 

 

「EUROPAEM EMF Guideline 2016」（2016 年欧州の電磁場ガイドライン）によれば、電磁過敏症は、

増え続ける電磁場に対し、人々が「日常生活のなかで継続的にさらされ続ける」ことによって発症し、患

者が健康を取り戻すためには「電磁被曝の削減と予防」が必要です105。電磁過敏症は、もはや「病気」

として捉えるべきではなく、1 億人近くになると推定される、世界の膨大な人に有毒な影響を与える環

境毒性として考えるべきで106,107、世界中で 5G の開始が認められたら、誰もが即時に影響を受けるかも

しれないのです108。  

 

2015 年にブリュッセルで開催された「電磁・化学物質過敏症に関する国際科学宣言」（The 

International Scientific Declaration on EHS and multiple chemical sensitivity) では、「何も行動しないこ

とは社会的なコストになり、もはや選択肢にならない…我々は満場一致で、公衆衛生に対するこの深刻

な危険性を認める…早急に初期予防的対策が採用、優先実施され、この世界的な病気の流行に対し

広い視野で対峙する必要がある（強調して加えられた文章）」と宣言されています109。 

 

世界中の政府は、自国民を守る義務を果たしていない 
 

直ちに 5G を導入し、宇宙空間を拘束されずに使用するようにするために、欧州連合やアメリカ、世界中

の国々は、「バリアフリー」な規制環境を作ろうとしています110。これらの国々では、地方自治体が環境

法を施行するのを禁止し111、「迅速かつ費用対効果の高い導入のため」に、「地方自治体の計画手続

きや電磁場の排出の規制と、集計に必要な方法などの不必要な負担」を無くそうとしています112。 

 

さらに、政府はすべての公共道路で、無線施設の使用を認めるために 法律を制定しています113。これま

で、無線施設の大半は、住宅や会社からある程度離れた私有地に配備されてきました。しかし、5G は

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/0024320568900684
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/8821374
http://magdahavas.com/wordpress/wp-content/uploads/2010/10/Russian_Biological_Effects_of_Radiofrequency_Electromagnetic_Fields.pdf
http://magdahavas.com/wordpress/wp-content/uploads/2010/10/Russian_Biological_Effects_of_Radiofrequency_Electromagnetic_Fields.pdf
https://www.jrseco.com/wp-content/uploads/Belpomme-Environmental-health-2015.pdf
https://www.jrseco.com/wp-content/uploads/Belpomme-Environmental-health-2015.pdf
http://kompetenzinitiative.net/KIT/wp-content/uploads/2016/07/KI_Brochure-6_K_Hecht_web.pdf
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/27454111
https://www.criirem.org/wp-content/uploads/2006/03/ehs2006_hallbergoberfeld.pdf
http://www.ehs-mcs.org/en/
http://www.ehs-mcs.org/en/
https://www.federalregister.gov/documents/2018/05/03/2018-08886/accelerating-wireless-broadband-deployment-by-removing-barriers-to-infrastructure-investment
https://www.federalregister.gov/documents/2018/05/03/2018-08886/accelerating-wireless-broadband-deployment-by-removing-barriers-to-infrastructure-investment
https://wia.org/wp-content/uploads/Advocacy_Docs/PCIA_Model_Zoning_Ordinance_June_2012.pdf
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100 メートル以下の間隔で無線施設を設置する必要があるため、今や、乳幼児を連れた母親を含む、

歩行者の頭上のすぐ近くや、会社や住宅の正面にある歩道に設置されるようになります。 

 

公示要件や公聴会は排除されています。たとえ公聴会があって、100 人の科学者が 5G に反対する証

言をしても、地方自治体がそれらの証言を検討することを違法とする法律が制定されています。例えば、

アメリカの法律は「無線電磁波の環境に対する影響に基づいて」地方自治体が無線技術を規制するこ

とを禁じており114、人々の証言の大半が健康に関するものだったことから、裁判所が携帯電話基地局の

設置に関する規制判決を取り消した例もあります115。保険業者は電磁場のリスクについては保険の適

用範囲外であるとしており116、地上・宇宙からのものかどうかにかかわらず、5G の被曝に因る生命・身

体・財産の損害に対してどのように法的な責任を問うのか、不透明なままです117。 
 

宇宙での活動を規定する、合意された包括的な法律体制がない中で、大陸・大気・海洋が危機にさら

される見通しがあるにも関わらず、こういった活動に対する法的責任は存在しないのです。 

 

国際協定は違反されている 
 

子供と注意義務 

 

国連の児童の権利に関する条約：締約国は、「児童の福祉に必要な保護やケアを確保すること」（第

３条）「児童の生存及び発達を…確保すること」（第６条）そして、「環境汚染のリスクや危険を考慮

に入れた…病原菌と闘うために必要な措置をとること」(第 24 条の 2(c))とあります。 

 

ニュルンベルク綱領（1947 年）は、全ての人体実験に適用されるものであり、新しくもっと強い高周波

放射線による被曝の安全性が事前に検査されていないということで、5G の配備も該当します。「対象者

の自発的な同意が絶対的に必要である」（第１条）。5G による被曝は自発的ではありません。「死

亡や障害を引き起こす先験的理由が明らかである場合、いかなる実験も行うべきではない」（第５

条）。１万を上回る科学的研究の結果と、何十万人の会員たちを代表する何百という国際組織の

『既存無線通信施設によって障害を負い、自分の家に住めなくなって移転を余儀なくされた』という声は、

「死亡や障害を引き起こす先験的理由が明らかである場合」に相当します。 

  

通知義務と電磁場 

 

国際電気通信連合（International Telecommunication Union, ITU）の世界通信標準化会議（

2012 年）は、「電磁場に曝露し続けることの潜在的な影響について、一般の人に知らせる必要がある」

と述べ、加盟国に対し「電磁場の害から健康を守るため、関連する国際提言を順守するよう、適切な

措置を採用」するよう促しました。 

https://www.ohchr.org/EN/ProfessionalInterest/Pages/CRC.aspx
https://history.nih.gov/research/downloads/nuremberg.pdf
http://www.cellphonetaskforce.org/wp-content/uploads/2018/06/Brief-of-Amici-Curiae-as-filed.pdf
https://www.itu.int/dms_pub/itu-t/opb/res/T-RES-T.72-2012-PDF-E.pdf
https://www.itu.int/dms_pub/itu-t/opb/res/T-RES-T.72-2012-PDF-E.pdf
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欧州環境健康行動計画 2004-2010 の中間報告（2008 年）：「欧州議会は…一般公衆のために

設定した電磁場曝露の制限値は時代遅れである、…明らかに、情報・開発やコミュニケーションテクノロ

ジー、たとえばベルギー、イタリア、オーストリアにより厳格な排出基準を設けた国や、欧州環境機関が発

行した提言を明らかに考慮せず、妊婦、新生児、子供等の脆弱な立場のグループの人々へ対処してい

ないと述べています。」 

 

決議 1815（欧州評議会、2011 年）：「とくに携帯電話からの無線波などの電磁場にさらされること、

とりわけ子供や若者への被害を減らすために、あらゆる合理的な措置を講じること。」 

 

環境 

 

人間環境国連会議での宣言（1972 年）：「…生態系に対して、深刻で不可逆的なダメージを与えな

いよう、環境に危害が及ばないレベルを上回る量や濃度の有害物質やその他の物質の放出は、停止さ

れなければならない。」（原則第 6）。 

 

世界自然憲章（1982 年）：「自然界が回復できない損害を与る活動は避けるできである。…潜在

的な有害効果が完全に理解されていない場合は、その活動は続けるべきでない」(第 11 条)。 

 

環境と開発に関するリオ宣言（1992 年）:「各国は、…自国の管轄内での活動、又は自国の管轄権

の制限を超えた他地域の環境に損害を与えないよう確保する責任を有する」(第２原則)。 

 

持続可能な開発に関する世界会議（2002 年）：「環境破壊による人体への影響についてより効果

的な国家又は地域政策を作成することは…急務である」(第 54 節(k))。 

 

自然及び天然資源の保全に関するアフリカ条約（2017 年）：「加盟国は…特に放射性、有害、その

他の危険・廃棄物の環境への悪効果に対し、最大限可能なかぎり予防、軽減、除去するように、必要

なすべての対策をとる」（第 13 条）。 

 

健康と人権 

 

世界人権宣言  (1948):「すべて人は、生命、自由及び安全に対する権利を有する」（第 3 条）。 

 

女性、子供、若者の健康のための国連世界戦略（2016-2030）は、環境の可能性を広げることで「ト

ランスフォームする（変える）」、母及び新生児の死亡率を減らすことで「生き残る」、環境汚染による死

亡・病気を減らして、健康と幸福を確保することで「栄える」ことを目的、ターゲットとしています。 

 

http://www.europarl.europa.eu/sides/getDoc.do?type=TA&language=EN&reference=P6-TA-2008-0410
http://assembly.coe.int/nw/xml/XRef/Xref-XML2HTML-en.asp?fileid=17994
http://www.un-documents.net/unchedec.htm
http://www.un.org/documents/ga/res/37/a37r007.htm
http://www.unesco.org/education/pdf/RIO_E.PDF
http://www.un-documents.net/aconf199-20.pdf
https://au.int/sites/default/files/treaties/7782-treaty-0029_-_revised_african_convention_on_the_conservation_of_nature_and_natural_resources_e.pdf
https://www.un.org/en/universal-declaration-human-rights/
http://globalstrategy.everywomaneverychild.org/
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宇宙 

 

宇宙条約（1967 年）は、宇宙の利用が「宇宙空間の有害な汚染、また地球環境の悪化を避けるよ

うに行われる必要がある」としています（第９条）。 

 

長期持続可能な宇宙活動のための国連ガイドライン（2018 年）：「国家及び国際政府間機関は…

宇宙物体の打ち上げ、軌道上のオペレーション、宇宙空間オブジェクトへの再突入に関わる、人体、財

産、公衆衛生、環境へのリスクについて呼びかけるべきである（ガイドライン第 2.2 (c)）。 

 

世界各国の政府は、地球上の生命でサイコロをふっている 
 

アルバート･アインシュタインが「神様はサイコロを振らない」と言い切ったことは有名です118。しかし、以前に

軍事作戦や群集コントロール119 のエネルギー武器として使われていたミリ波という前例のない技術があっ

たように、地上と宇宙から 5G の利用を進めようとする各国の政府は、地球の生命の未来で無謀なサイ

コロ遊びをしていると言えるでしょう。 
 

関連する正当な科学的知見を認めず、拒否することは、倫理上受け入れられないことです。現存してい

る研究成果は、5G、特に宇宙配備の 5G が多数の国際協定に記された原理に反していることを示して

います。 

 
 

私たちは、国連、世界保健機関、欧州連合、欧州評議会と 

各国政府に対し呼びかけます： 
 

(a) 人類すべて、特に胎児、乳幼児、児童、青少年と妊婦、また地球環境を守るために、5G

の地上と宇宙での配備を中止するための措置を直ちに行動すること。 
 

(b)  国連子供の権利条約と欧州議会決議 1815 号（電磁波とその潜在的な危険性に関

する決議）に基づき、無線電磁波による（成人と子供に対する）健康被害について教師や医師を含

む市民に周知し、特に託児所、学校、病院、一般家庭や職場の中、または周辺にある、通信機器や

基地局を、なぜ又どのように避けるべきかを周知すること。 
 

(c) 無線通信機器より有線通信を優先させ、それを実現すること。 
 

(d)  ロビー団体などを通じて役人などを説得し、無線・通信会社が地上と宇宙に配備される

5G を含む無線電磁波の更なる拡大を許可する決定を禁止すること。 
 

http://www.unoosa.org/oosa/en/ourwork/spacelaw/treaties/outerspacetreaty.html
https://cms.unmov.org/dcpms2/api/finaldocuments?language=en&Symbol=A/AC.105/L.315
https://jnlwp.defense.gov/Press-Room/Fact-Sheets/Article-View-Factsheets/Article/577989/active-denial-technology-fact-sheet/
https://www.ohchr.org/EN/ProfessionalInterest/Pages/CRC.aspx
http://assembly.coe.int/nw/xml/XRef/Xref-XML2HTML-en.asp?fileid=17994
https://www.emfacts.com/2016/11/corporate-ties-that-bind-an-examination-of-corporate-manipulation-and-vested-interest-in-public-health/
https://www.emfacts.com/2016/11/corporate-ties-that-bind-an-examination-of-corporate-manipulation-and-vested-interest-in-public-health/
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(e) 独立して公平で、利益相反の無い、電磁場や健康を専門とする科学者で構成された国

際敵なグループを直ちに設立し、120 電力レベルだけでなく蓄積された被曝歴を考慮した無線電磁波の

新しい国際基準を設立し、単に熱効果や人体効果だけでなく、すべての環境と健康を守ること。 
 

(f) 利益相反のない電磁場、健康、生物学、大気物理学の専門の科学者で構成された国

際敵なグループを直ちに設立し、無線電磁波やロケットの排気ガス、黒いスス、宇宙のごみなどの、オゾン

層121や地球温暖化122、地球上生命の保護に与える影響を考慮し、宇宙の利用方法が人間や環境に

とって安全なものであることを約束した包括的な規制の枠組みを構築すること。地上に配備されるものだ

けではなく、宇宙に配備される技術も、成人・子供・動植物に対して持続可能 123なものでなければなり

ません。 

 
 

下記のアピールアドミニストレーターにご回答をお願いします 
 

全世界の人々を RF 放射線被ばく、特に５G 照射から守るためにどのような対策をとるべきかをご返信

願います。 
 

このアピールとあなたのご回答は www.5gSpaceAppeal.org で公開されます。 
 

敬具 
 

アピールアドミニストレーター：アーサー・ファーステンバーグ(Arthur Firstenberg), info@5gspaceappeal.org。 

 

初期の署名者 
 

アフリカ 

Lauraine Margaret Helen Vivian, PhD, Anthropology and Psychiatry; Honorary Research Associate, 
Faculty of Health and Medical Sciences, University of Copenhagen, Denmark. Signatory for South 
Africa 
 

アジア 

Girish Kumar, PhD, Professor, Electrical Engineering Department, Indian Institute of Technology 
Bombay, Powai, Mumbai, India 
 

オーストラリア 

Don Maisch, PhD, Independent researcher, author of ”The Procrustean Approach”, Lindisfarne, 
Tasmania, Australia 
 

欧州 

Alfonso Balmori, BSc, Master in Environmental Education, Biologist. Valladolid, Spain  

https://agupubs.onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1029/2010GL044548
https://agupubs.onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1029/2010GL044548
https://agupubs.onlinelibrary.wiley.com/doi/epdf/10.1002/2013EF000160
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Klaus Buchner, Dr. rer. nat., Professor, MEP – Member of the European Parliament, 
Kompetenzinitiative zum Schutz von Mensch, Umwelt und Demokratie e.V., München, Germany  
Daniel Favre, Dr. phil. nat., Biologist, A.R.A. (Association Romande Alerte aux Ondes 
Electromagnétiques), Switzerland 
  

Annie Sasco, MD, DrPH, SM, HDR, former Chief of Research Unit of Epidemiology for Cancer 
Prevention at the International Agency for Research on Cancer (IARC), Lyon; former Acting Chief, 
Programme for Cancer Control of the World Health Organization (WHO); former Director of 
Research at the Institut National de la Santé et de la Recherche Médicale (INSERM); France 
 

北米 

Martin Pall, Professor Emeritus of Biochemistry and Basic Medical Sciences, Washington State 
University, residing in Portland, Oregon, USA  
Kate B. Showers, PhD, Soil Science, Senior Research Fellow, Centre for World Environmental 
History, University of Sussex, Falmer, Brighton, UK, residing in Bolton-Est, Québec, Canada 
 

南米 

Carlos Sosa, MD, University of Antioquia, Medellín, Colombia 
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